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国語力崩壊「ごんぎつね」の読めない小学生たち 

石井光太氏による、「ルポ 誰が国語力を殺すのか」

（文春文庫）の一部を抜粋して紹介します。 

「ごんぎつね」は、新美南吉が 18 歳の時に書いた

児童文学で、半世紀以上も国語の教材として使われ

てきました。おおまかな内容は、『ある山に、「ごん」

という狐が住んでいました。「ごん」は悪ふざけが好

きで、近くの村の人たちに迷惑ばかりかけていまし

た。その日も、小川で兵十という男性が獲ったうな

ぎや魚を逃がしてしまいました。10 日ほど経った日、

「ごん」は兵十の家で母親の葬儀が行われているの

を見かけます。そこで、兵十が川で魚を獲っていた

のは、病気の母親に食べさせるためだったのかと気

づきます。自分はそれを知らずに逃がしてしまった

のだと。「ごん」は反省し、罪滅ぼしのために毎日の

ように兵十の家へ行き、内緒で栗や松茸を置いてい

きます。そんなある日、兵十は自分の家に「ごん」

が忍び込んでいるのを目撃します。彼は、いたずら

をしに来た、と早とちりして火縄銃で撃ち殺してし

まいます。しかし、土間に栗が置かれているのを見

て、これまで食べ物を運んでくれていたのが「ごん」

だったことに気づき、その場に立ちすくみます。』と

いうお話。 

 石井氏が都内のある公立小学校から講演会に招か

れた時のこと、校長先生が学校の空気を感じてほし

いと国語の授業見学をさせてくれました。小学4年生

の教室の後方から授業を見ていたところ、生徒の間

から耳を疑うような発言が飛び交いだしました。そ

れは、「ごん」が兵十の母親の葬儀に出くわす場面。

そこでは、兵十の家に村人たちが集まり、葬儀の準

備をしているシーンが描かれています。家の前では、

よそいきの着物を着て、腰に手ぬぐいを下げたりし

た女たちが、大きな鍋で料理をしています。この一

説を読んだ後、先生は生徒達に問います。「班ごとに

わかれてどういう場面だったかを話し合い、意見を

述べてください。」すると驚いたことに、こんな意見

が、「この話の場面は、死んだお母さんをお鍋に入れ

て消毒しているところだと思います。」「私たちの班

の意見は違います。もう死んでいるお母さんを消毒

しても意味ないです。それより、昔はお墓がなかっ

たので、死んだ人は燃やす代わりにお湯で煮て骨に

していたんだと思います。」「昔もお墓はあったはず

です。だって、うちのおばあちゃんのお墓はあるか

ら。でも、昔は焼くところ（火葬場）がないから、

お湯で溶かして骨にしてから、お墓に埋めなければ

ならなかったんだと思います。」「うちの班も同じで

す。死体をそのままにしたら、ばい菌とかすごいか

ら、煮て骨にして土に埋めたんだと思います。」葬儀

で村の女性たちが正装をして力を合わせて大きな鍋

で何かを煮ていると書かれていることから、常識的

に読めば、参列者にふるまう食事を用意している場

面だと想像できるはずですですが、生徒達は決して

ふざけて答えている訳ではないのです。しかし、8 つ

の班のうち 5 つの班が、3、4 人で話し合った結論と

して、「死体を煮る」と答えているのです。みんな真

剣な表情で、冗談めかした様子は微塵もありません。

この学校は一学年 4クラ

スの、学力レベルとして

はごく普通の小学校で

す。私たちは、何か大き

なものにつまずいている

のではないかと、考えさ

せられる出来事でした。 
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